
 

 



【レースの傾向】 

速い流れと直線なかばの急坂、そして長い直線。 

３歳春の競走馬には、かなりしんどいファルコンＳ。 

 

持続力と底力の要求値が高いレース質であるため、 

ダンチヒ・ナスルーラ・ノーザンテーストの血が活きる舞台。 

 

前走が１６００ｍ以上で逃げていた馬は・・・ 

【０・４・２・６/１２】で複勝率５０％（複回率１８７％） 

 

また、前走が芝１６００ｍ以上の重賞だった馬は・・・ 

【５・５・６・２９/４５】で複率３５.６％（複回率９３％） 

 

そのなかでも、上り３位以内だった馬は・・・ 

【３・０・１・３/７】勝率４２.９％（単回２５１％）複率５７.１％（複回１１０％） 

 

 

【予想見解】 

◎５番シュトラウス 

父：モーリス（ロベルト系） 

母父：アドマイヤベガ（Ｔサンデー系） 

母ブルーメンブラットは、マイルＣＳ勝ちの他 

１４００ｍ重賞で２度の好走。 



 

前走で逃げていた距離短縮馬は 

レース複勝率５０％（複回１８７％）の穴ローテ。 

 

レースのスパイス血統である 

ダンチヒ・ノーザンテースト・ナスルーラを全て持っております。 

 

気難しい所があるので、中途半端な流れよりも 

厳しい流れになった方が我慢の利くこの馬には、 

この舞台は合っていると考えられます。 

 

距離短縮が功を奏すれば勝ち負け出来る力の持ち主。 

 

 

★１３番エイムフォーエース 

父：サトノアラジン（ディープ系） 

母父：ジャングルポケット（欧ナスルーラ系） 

母の半兄に、ストロングガルーダ（ラジオニッケイ賞勝ち）と 

ダイワバーバリアン（ＮＨＫ２着・ニュージーランドＴ２着）。 

Ｇ３の舞台ならば、スケール十分の牝系です。 

 

前走クロッカスＳでは単勝１００倍超えの人気薄ながら、 

後方から上り最速で追込んで、勝ち馬ロジリオンに 



０秒１差に迫る惜敗でした。 

 

地方馬だからと侮るのは悪手でしょう。 

 

 

警１４番アンクルクロス 

父：タリスマニック（米サドラーズ系） 

母父：ダンスインザダーク（Ｔサンデー系） 

 

タリスマニック産駒は中京芝１４００ｍの爆穴血統。 

 

昨年もタリスマニック産駒が１４人気３着に激走。 

本馬自身も１２人気で当コースの未勝利戦を勝ち上がり。 

 

牝系ファミリーには、ビワハヤヒデ・ 

ナリタブライアン兄弟を出した名繁殖牝馬パシフィカス。 

 

延長ローテは不安材料ですが、 

血統面だけなら今年最も警戒すべき存在。 

 

 

【馬券】 

EZ-WIN推奨馬券 



馬連・ワイド・３連複３頭ボックス 

３番・９番・１１番 

 

くまもん馬券 

複勝 １３番・１４番 

 

馬連 ５－１・３・６・１１・１３・１４ 

 

ワイド４頭ボックス 

５・６・１３・１４ 

 

３連単３頭ボックス 

１・５・６ 

 

３連複フォーメーション２４点 

５－６・１３・１４－印全頭 


